
別記様式第２号（第10条関係）

内 地 研 究 員 調 書

第１表（応募教員自身が記入すること）

(ふりがな) 男

所 職 氏 印 性 ・

属 名 名 生年月日 年 月 日生 別 女
(派遣年度４月１日時点の年齢 才)

所 属 講 座 講座

及び担当授業科目

最終卒業(修了)学校

及び卒業(修了)年月 年 月 卒業・修了

研 究 分 野

研 究 題 目

研究の方法及び計画 研究を達成するための具体的な計画・方法について記述してください。特に次の点につい
ては，焦点を絞り，具体的かつ明確に記述してください。様式は任意（1,000字程度）
①関連する先行研究について説明し，今回の研究によって新たに何を明らかにすることに

なるのか。
②その成果の見通し，また，それを国内あるいは海外のどのような学会や学術雑誌に報告

する見通しを持っているのか。
③研究指導教授の専門分野が今回の研究とどのように関連づけられるのか。

研 究 期 間 令和 年 月 日～令和 年 月 日（ か月）

研 究 期 間 （研究期間不在中の担当授業，学生指導等の措置，所属講座，所属校等の運営上の影響とその措置を記載する。）

不 在 中 の 対 応

受 入 機 関 名

希望する受入教員の 所 職 氏

所属・職名・氏名 属 名 名

受入大学における

受入の根拠規則名

※ 研 究 料 支 払 額

(教員の研究費から 円

支払われるもの)

居所を1.移して

研 究 中 の 居 所 2.移さないで

研究に従事する

居 所 を 移 し た １．下宿その他これに準ずる宿泊施設

場 合 の 宿 泊 施 設 ２．公用の宿泊施設その他これに準ずる宿泊施設

３．旅館

※受入機関の承諾 令和 年 月 日 長の承諾

備 考

（注）※欄は記入しない。



教員氏名

第 ２ 表 （内地研究員事務担当等において記入すること。）

職 務 の 級 教 育 職 （ 一 ） 級 号 俸 一 般 職 （ 一 ） 相 当 級

出 張 命 令 期 間 令和 年 月 日から令和 年 月 日

研 究 期 間 令和 年 月 日から令和 年 月 日 （ か月）

うち研究に従事する日数 日

旅 行 区 間 線 駅 ～ 線 駅

（ 経由 ）（ 路程 ㎞ ）

往 区 分 鉄 道 賃 航 空 賃 船 賃 車 賃 日 当 宿 泊 料 合 計

復 運 賃 急 行 料 金

旅 往 路 円 円 円 円 円 円 円 円

費

A 帰 路 円 円 円 円 円 円 円 円

計 円 円 円 円 円 円 円

円 （ A）

日 額 旅 費 B 日 額 円 × 日 ＝ 円（ B）

日 額 旅 費 の う ち 交 通 費 ６ ２ ０ 円
× 日 ＝ 円

加 相 当 分 イ ２

算

額 実 際 に 必 要 と す る 交 通 ① 定 期 乗 車 券 利 用 ② 定期乗車券を利用しない場合

又 費 相 当 額 ロ

は ※ ①と②のいずれか （ よ ６ か 月 ３ か 月 １ か月 計 円 × 日

減 り経済的な場合）の欄 に 記 円 円 円 円

額 入すること ＝ 円

調

整 通勤手当支給総額 ハ 月額 円 × 月 ＝ 円

額

C 計 イ－（ロ－ハ） 円 （ C）
（正数となった場合は減額調整額，負の数となった場合は加算額）

所要経費合計 （A）＋（B）－（C） 円

備 考


